
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 3月 1日【第 52号】（班回覧） 

編集・発行 山陽小野田市厚陽公民館 

山陽小野田市大字郡 3226番地の 11  

TEL0836-74-8400  FAX0836-75-0628 

（※裏面に続きます） 

 桜の開花が待ち遠しい季節になりました。月日が経つのはあっという間ですね。 

公民館では新年度のクラブ登録や講座の準備の真っ最中ですが、地域の皆さんも

会議や総会でとても忙しそうです。残り一か月、計画的に進めていきたいですね。 

 さて新年度ですが、当館もいくつか新しい講座を試してみる予定です。詳細は

これから皆さんと詰めていくことになりますが、学校や保育園とのタイアップも

検討しています。また、館内館外の枠を取り払い、公民館に来ることができない方

にもお声かけができたらなと思っています。今後も厚陽地区にある社会教育施設

として、皆さんと一緒に地域のことを考え取り組んでいけたらと思います。 

たんぽぽの会 ふれあいの集い 

 この時期になると、近隣の公民館で「お花」の

名前のついた会が開かれます。地域にお住まいの

高齢者を対象とした会で、講話や会食、ステージ

発表など、さまざまな企画が用意されています。 

厚陽で開催された“たんぽぽの会”も 34 回目

を迎えました。市の保健師さんによる健康講話や、

厚陽保育園児たちとの交流、楽しい会食のあとは、 

フラダンスを皮切りにさまざまなステージ発表、

ビンゴゲームと、終始笑いが絶えませんでした。 

きっと良い思い出になったことだと思います。 

 厚陽ではおなじみの 沼田 晟 先生 による

園芸教室ですが、今年は少し趣向を変えて、 

“野菜づくり”を取り上げてみました。品種に

応じた肥料のやり方、連作障害や病害虫の対応

など、皆さんご参考になったでしょうか♪ 
 
 また、今回は厚陽保育園からも先生方が来て

くださり、地域の皆さんと一緒にお勉強されて

いました。またいつでもご相談くださいね。 

★ “野菜づくり教室”のようす ～おいしい夏野菜の作り方～ ★ 

 やはり、皆さんの笑顔が良いですね。見ている

こちらも元気をもらえます。どうか皆さん、今年

も健康で、そして笑顔で過ごしてくださいね！ 

（H31.2.25(月)：厚陽公民館 講堂にて） 

 
～大切なのは「土づくり」～ 実を結ぶという例えがありますが、種をまく前に

すべきこと、そこへの意識の大切さを改めて感じました。 

 

（食事の準備も前日からお疲れさまでした♪） 

（保育園の子ども相撲、毎年大盛況です。） 

（H31.2.28(木)：厚陽公民館 会議室） 



～コミュニティ・スクールと公民館～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

《記事に関するお問い合わせは、厚陽公民館まで》 

《講座に関するご意見・ご要望等もお待ちしております》 

★３月の公民館のようす★ 

７日（木） 地域教育協議会 

９日（土） 中学校卒業式（学校） 

１２日（火） タイムトレジャー（CS） 

１４日（木） 菊づくり教室 

１８日（月） 福祉員研修会（社協） 

１９日（火） 男のキッチン 

※日時は前後する場合がありますので、 

    公民館へご確認をお願いします。 クラブ会員も随時募集中♪ 

２０日（水） 小学校卒業式（学校） 

       謝恩会（厚陽小６年） 

２２日（金） 自治協・SN 反省会 

２７日（水） 切り絵教室 

２８日（木） 菊づくり教室 

２９日（金） 環推協理事会 

「今月の一枚」 ～ 打ち合わせ場所は・・・ ～ 

事務室・職員室の側なので、 
先生方もお声をかけてくださいます。 

 お忙しい先生との“話し合いの場所”として、最近よく 

利用させていただくのが…校長室です。厚陽の皆さんは、 

入ったことのある方も多いのではないでしょうか。私が 

小さな頃は、掃除時間にだけ入れる“特別な部屋”という 

イメージでした。ふかふかのソファに大きな机、歴代校長 

先生の写真を覚えています。厚陽のように、公民館・学校・

保育園が行き来する関係というのは、実はまだまだ珍しい 

ことなんです。ぜひ、この関係を続けていきたいものです。 

文科省の優良公民館表彰をお受けしてか

らでしょうか。ここ数年、公民館の視察や

研修会へのご案内、実践発表のご依頼等が

届くようになりました。市教委のサポート

をいただきながら、ありのままの日常をお

伝えするとともに、会場の皆さんと一緒に

私自身も学ばせていただいています。 

 

【公民館レポート】 

内容のほとんど（全てと言ってもいいかも）が、「学校と地域の間で公民館

（職員）がどのように関わっているか」です。お気づきの方もいるかもしれま

せん・・・そう、コミュニティ・スクールなんですね。実は、この２月にも、

和歌山県の公民館連絡協議会の研修会に参加させていただきました。 

コミュニティ・スクール 100%の山口県ですが、和歌山県も同じく 100％

を目指されています。その先に描かれるのは、やはり地域の未来です。皆さん

個性的で、でも面白くて、そして一生懸命に地域と向き合っていらっしゃる方

ばかりでした。交流会（ワークショップ）での皆さんの笑顔が印象的です。 

全国的に、公民館や学校にも“地域づくり”の視点が求められています。 

まさに“土づくり”にどう取り組めるかが、この先のカギを握りそうです。 

（子どもを交えた仮想公民館事業を企画中です） 

H31.2.6(水)：フォルテワジマ（和歌山市） 


